
相談支援事業所けいせい

予算執行状況

稼働が伸びなかったことに伴い収入も目標には届かなかった。備品、パソコン、システ

ム、電話回線等の初期費用がかかってしまったが、回収することは出来なかった。

事業およびサービ

ス目標に対する達

成状況

・日々の業務は、同一法人の障がい者グループホームの仕事との兼務で、仕事の時間配分

が上手く出来ず、業務に支障が出てしまった。　・外部との連携については、会議の時間

と勤務時間が合わないことが多く自立支援協議会等の会議に出席することができなかっ

た。次年度は、時間を作り出席することで、事業所から法人内の他事業所の空き情報等も

発信が出来るように、他事業所との関係構築を図っていく。　・コロナウィルス感染症対

策はしっかりできたが、その感染症対策により活動の制限があった。対応の規制緩和に伴

い外部への働きかけをより活発にしていく。　・計画書の作成にあたっては、利用者様が

将来の目標に向けて前に進めるように、本人、家族等のニーズを把握し、関係機関とも確

認をしながら、よりよい計画書の作成を行いたい。

その他事業計画に

対する達成状況

マニュアル作成を進めており、途中のものもあるが、苦情解決や感染症対策などは完成す

ることが出来た。また、グループホーム対しての虐待防止研修を2回開催することが出来

た。勉強会の開催は他事業所と連携を図り今後も進めていきたい。適宜マニュアルの見直

し及び追加、訂正を進めよりよい支援と安全に努めて行きたい。

令和4年度事業報告

重点項目に対する

達成状況

・利用者に合った計画書の作成を目指すことを考えて取り組んだ。今後もわかり易く、利

用者様、ご家族が希望される生活の実現に向けた効果的な計画書の作成を進めて行きたい

・関係機関等の連携強化を進め、少しずつではあるが連携も図ることができるようになっ

た。今後も連携強化に努め、利用者様の希望した生活等が実現できるように支援を進めて

いく。・感染症に罹患するこたなく対応することが出来たが、地域で感染が広がっている

状況で活動の制限があった。今後も感染症対策を行いながら支援を進めていく。

稼働目標に対する

達成状況

年間の稼働目標には至らなかった。準備不足から業務自体の初期対応が遅くなってしまっ

たことが大きな要因だった。今後は相談に対し迅速に対応出来るよう、日頃から外部関係

機関と連携し、情報の発信、収集に努め、信頼のある運営・支援を継続していく。

基本方針に対する

達成状況

本人に合った適切なサービス利用ができるよう計画相談書類を作成し、一人ひとりの特性

に合ったサービスが提供されているか、本人の新たなニーズは何か、他に課題はないか定

期的にモニタリングを行う等目指したが、パソコン等の準備が遅くなり、相談支援員の時

間的な制約もあり基本的な計画が未達成となった。
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新体制への移行準備引継ぎ
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